
川
かわ

崎
さき

の道
みち

の今
いま

と昔
むかし

①道
どう

路
ろ

を通
とお

る人
ひと の もの

と乗り物

乗
の

り物
もの

が変
へん

化
か

したことで、人
ひと

々
びと く

の暮らしや道
どう

路
ろ

はどんなふうに変
かわ

わったの
でしょうか。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、一
いち

番
ばん

早
はや

い飛
ひ

脚
きゃく

は、約
やく

3日
か

間
かん

で江
え

戸
ど

（今
いま

の東
とう

京
きょう

）から大
おお

阪
さか

ま
で手

て

紙
がみ

を届
とど

けていました。これは、幕
ばく

府
ふ

の文
ぶん

書
しょ

を急
いそ

いで運
はこ

ぶ特
とく

別
べつ

な場
ば

合
あい

です。
町
まち

の人
ひと

が使
つか

う飛
ひ

脚
きゃく

で、最
もっと

も安
やす

い料
りょう

金
きん

で運
はこ

ぶ場
ば

合
あい

は、1ヶ
か

月
げつ ちか

近くかかっ
ていました。

東京から荷物を出した場合、宅配業者にもよりますが、
とう きょう ぎょうに だもつ ば あい たく はい しゃ

げん そく ひつぎ

原則次の日
とどおお さか

には大
こう

阪
そく どう ろ

に届けることができます。高速道路を
使
つか

って、速
はや

く、遠
とお

くに運
はこ

ぶことができます。

約
やく

３
みっ

日
か

間
かん

約
やく

１
いち

日
にち

むかし

むかし

いま

いま

［ズッキくこわか 国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

川
かわ

崎
さき

国
こく

道
どう

事
じ

務
む

所
しょ

]を加
か

工
こう

して作
さく

成
せい
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／市役所通り（一部）
し　やく しょ  どお いち  ぶ

こく　 どう　　　　 けん　 どう　　　　  し　  どう

る主な今の

かわ さき みち

みちおもとおしさきかわいま

ながな  まえばんごう

ながな  まえ なが

いっ ぱん こく どう ごう

いっ ぱん こく どう ごう

いっ ぱん こく どう ごう だい いち けい ひん

いっ ぱん こく どう ごう だい に けい ひん

いっ ぱん こく どう ごう

いっ ぱん こく どう ごう

いっ ぱん こく どう ごう

な  まえ

ながな  まえばん ごう

ばんごう

ながな  まえばんごう
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・国道とは、各地方の主要な都市を結ぶ大きな道路です。

・県道とは、重要な国道と国道を結ぶ道路や、鉄道の駅や

　港等を繋ぐ道路です。

・市道とは、地域と地域を結ぶ、生活に必要な道路です。

こく

けん

みなと

し どう いき ち いき むす せい かつ ひつ どう ろようち

など どうつな ろ

どう じゅう よう こく どう こく どう むす どう ろ てつ どう えき

どう かく ち ほう しゅ よう と し むす おお どう ろ

けん どう

けん どう

かわ さき

か な がわ ごう

か な がわ ごうかわさきせん

3,238

8,792

10,320

3,038

4,583

10,302

1,480

5,530

1,496

20,453

5,769
県道高速横浜羽田空港線

県道高速湾岸線

川崎市道高速縦貫線 高速神奈川６号川崎線

高速神奈川1号横羽線



線
本
行
急
浜
京

川
かわ

崎
さき

の道
みち

の今
いま

と昔
むかし

③昔
むかし

からの六
ろく

街
かい

道
どう

　川
かわ

崎
さき

市
し

には、昔
むかし

６つの街
かい

道
どう

があり、
人びとの生活にとって大切な役

はひと せい かつ たい せつ

わりを果たしていました。

府
ふ

中
ちゅう

街
かい

道
どう

津
つ

久
く

井
い

道
みち

大
おお

山
やま

街
かい

道
どう

大
だい

師
し

道
みち

川
かわ

崎
さき

を含
ふく

む武
むさしのく

蔵国の国
こく

府
ふ

が置
お

か
れていた府

ふ

中
ちゅう

へ続
つづ

く道
みち

。鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が開
ひら

かれるようになると、各
かく

地
ち

の
武
ぶ

将
しょう

と鎌
かま

倉
くら

を結
むす

ぶ政
せい

治
じ

・軍
ぐん

事
じ

上
じょう

の
道
みち

「鎌
かま

倉
くら

道
みち

」が生まれ、府
ふ

中
ちゅう

街
かい

道
どう

の一
いち

部
ぶ

分
ぶん

もその役
やく

目
め

を果
は

たしてい
ました。溝

みぞ

口
くち

には、現
げん

在
ざい

のルート
の南

みなみ

に旧
きゅう

道
どう

が残
のこ

っています。

この街
かい

道
どう

は、世
せ

田
た

谷
がや

の三
さん

軒
げん

茶
ちゃ

屋
や

から登
のぼり

戸
と

、生
いく

田
た

、柿
かき

生
お

を
通
とお

って津
つ

久
く

井
い

へ続
つづ

く道
みち

です。
人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

、商
しょう

人
にん

の活
かっ

発
ぱつ

な活
かつ

動
どう

を通
つう

じて発
はっ

達
たつ

し、商
しょう

業
ぎょう

の道
みち

として活
かつ

用
よう

され、津
つ

久
く

井
い

・愛
あい

甲
こう

の絹
きぬ

を江
え

戸
ど

に送
おく

るいわゆる
「シルクロード」として利

り

用
よう

さ
れると同

どう

時
じ

に、黒
くろ

川
かわ

炭
すみ

などの
特
とく

産
さん

物
ぶつ

も運
はこ

ばれていました。

古
ふる

くから雨
あま

乞
ご

いの山
やま

として有
ゆう

名
めい

な大
おお

山
やま

を参
さん

拝
ぱい

する道
みち

として知
し

ら
れ、また駿

する

河
が

の茶
ちゃ

や真
ま

綿
わた

、伊
い　ず

豆の
椎
しい

茸
たけ

、乾
かん

魚
ぎょ

などの物
ぶっ

資
し

を輸
ゆ

送
そう

する
商
しょう

業
ぎょう

ルートとしても重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を
果
は

たしてきました。
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に溝
みぞの

口
くち

村
むら

・二
ふた

子
ご

村
むら

が
大
おお

山
やま

街
かい

道
どう

の宿
しゅく

駅
えき

となったことで、
いろいろな産

さん

物
ぶつ

がここを通
とお

り、大
おお

きく発
はっ

展
てん

しました。

東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

の１つ、川
かわ

崎
さき

宿
じゅく

から厄
やく

除
よ

けで知
し

られる川
かわ

崎
さき

大
だい

師
し

に
至
いた

る道
みち

です。古
ふる

くから庶
しょ

民
みん

の信
しん

仰
こう

を集
あつ

めた川
かわ

崎
さき

大
だい

師
し

は徳
とく

川
がわ

11代
だい

将
しょう

軍
ぐん

徳
とく

川
がわ

家
いえ

斉
なり

が文
ぶん

化
か

10年
ねん

(1813年
ねん

)
に公

こう

式
しき

参
さん

拝
ぱい

してから、一
いっ

層
そう

広
ひろ

く信
しん

仰
こう

されるようになりました。日
ひ

帰
がえ

りができる関
かん

東
とう

屈
くっ

指
し

の霊
れい

場
じょう

として、
川
かわ

崎
さき

大
だい

師
し

には江
え

戸
ど

からの参
さん

詣
けい

客
きゃく

が
絶
た

えませんでした。

中
なか

原
はら

街
かい

道
どう

徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は鷹
たか

狩
が

りなどの際
さい

に、
平
ひら

塚
つか

市
し

の中
なか

原
はら

御
ご

殿
てん

で休
きゅう

憩
けい

し、この
街
かい

道
どう

を通
とお

って江
え

戸
ど

に向
むか

かいまし
た。相

さ が み

模を通
とお

るので「相
そう

州
しゅう

街
かい

道
どう

」、
平
ひら

塚
つか

でつくられた酢
す

が江
え

戸
ど

城
じょう

へ運
はこ

ばれたので「お酢
す

街
かい

道
どう

」などとも
呼
よ

ばれ、東
とう

海
かい

道
どう

ができるまでは重
じゅう

要
よう

な街
かい

道
どう

でした。現
げん

在
ざい

では県
けん

道
どう

丸
まる

子
こ

中
なか

山
やま

茅
ち

ヶ
が

崎
さき

と呼
よ

ばれています。

東
とう

海
かい

道
どう

江
え

戸
ど

の日
に

本
ほん

橋
ばし

から京
きょう

都
と

の三
さん

条
じょう

大
おお

橋
はし

まで続
つづ

く道
みち

で、この東
とう

海
かい

道
どう

を
大
だい

名
みょう

行
ぎょう

列
れつ

が通
とお

ることで多
おお

くの物
もの

が
行
い

き交
か

い、東
とう

西
ざい

の文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

が活
かっ

発
ぱつ

になりました。川
かわ

崎
さき

宿
しゅく

は他
た

の宿
しゅく

よ
り遅

おく

れて元
げん

和
わ

9年
ねん

(1623年
ねん

)頃
ころ

作
つく

られ、東
とう

海
かい

道
どう

を上
あが

る旅
たび

人
びと

には六
ろく

郷
ごう

の渡
わた

しを控
ひか

えた最
さい

後
ご

の宿
しゅく

泊
はく

地
ち

とし
て、そして川

かわ

崎
さき

大
だい

師
し

の参
さん

詣
けい

の拠
きょ

点
てん

として賑
にぎ

わった宿
しゅく

場
ば

でした。
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東
とう

海
かい

道
どう

が通
とお

っていた場
ば

所
しょ

には、今
いま

も古
ふる

いお寺
てら

や神
じん

社
じゃ

、石
せき

碑
ひ

がたくさんあります。

④街
まち

の様
よう

子
す

おお やま かい どう

川崎市高津区溝口には、宿場町がありました。蔵づくりの建物もあって、宿場町
らしいまちなみが今でも残っています。

かわ さき し たか つ く みぞのくち

いま のこ

しゅく ば まち くら たて もの しゅく ば まち

今
いま

の大
おお

山
やま

街
かい

道
ぞ

沿いのまちなみ
（高

たか

津
つ

区
く

溝
みぞのくち

口2丁
ちょう

目
め

）

大
おお

山
やま

街
かい

道
どう

とニ
に

ヶ
か

領
りょう

用
よう

水
すい

が交
まじ

わる場
ば か

所
しょ

に架かる大
おお

石
いし

橋
ばし

（高
たか

津
つ

区
く

溝
みぞのくち

口2丁
ちょう

目
め

） 小
こ

池
いけ

　汪
おう

 氏
し

 蔵
ぞう

［ズッキくこわか 国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

川
かわ

崎
さき

国
こく

道
どう

事
じ

務
む

所
しょ

]を加
か

工
こう

して作
さく

成
せい

東
とう

海
かい

道
どう

と川
かわ

崎
さき

宿
しゅく

街
かい

道
どう

には、モノや旅
りょ

客
きゃく

を次
つぎ

の宿
やど

に運
はこ

ぶため
の人

ひと

や馬
うま

を備
そな

えた「宿(しゅく)」がありまし
た。そこに宿

しゅく

泊
はく

施
し

設
せつ

が建つようになり、宿
しゅく

場
ばた

町
まち

ができました。宿
しゅく

場
ば

町
まち

には茶
さ

店
てん

や商
しょう

店
てん

もあ
って、賑やかな場

ばにぎ

所
しょ

でした。

今
東海道川崎宿は2023年に起立400年を迎えました。

いま

の東
とう ぞ

海
かい

道
どう

沿いのまちなみ（川
かわ

崎
さき

区
く

本
ほん

町
ちょう

2丁
ちょう

目
め

） 東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

 川
かわ

崎
さき

「六
ろく

郷
ごう

渡
わたし

舟
ぶね

」
(国
こく

立
りつ

国
こっ

会
かい

図
と

書
しょ

館
かん

所
しょ

蔵
ぞう

)

東
とう

海
かい

道
どう

川
かわ

崎
さき

宿
しゅく

につい
て映

えい

像
ぞう

や模
も

型
けい

を見
み

な
がら、歴

れき

史
し

と文
ぶん

化
か

を
楽
たの

しく学
まな

べる施
し

設
せつ

です。

東
とう

海
かい

道
どう

かわさき宿
しゅく

交
こう

流
りゅう

館
かん

(川
かわ

崎
さき

区
く

本
ほん

町
ちょう

１丁
ちょう

目
め

８番
ばん

地
ち

４)

川
かわ

崎
さき

宿
しゅく

・万
まん

年
ねん

屋
や

「江
え

戸
ど

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

」(国
こく

立
りつ

国
こっ

会
かい

図
と

書
しょ

館
かん

所
しょ

蔵
ぞう

)
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大山街道

とう かい どうかわ さき ねん ねん むかき りつじゅく

(https://www.ktr.mlit.go.jp/kawakoku/kawakoku00183.html)



　橋が架けられるまでは、舟による「渡し」
が大切な役割をしていました。人々は、

数えると、600を超えます。
合わせて21

「渡し」 を使って川の対岸の村や町と行き
来していました。

やく わりたい せつ ひと びと

はし か

つか かわ たい がんわた むら まち い

き

⑫

かわ

がわなか

さき し はし

はし どう ろ あきょうま かた

なが かぞ こ

のぼりと

イベントでの渡し船体験の様子
わた ぶね たい けん よう す

多
た

摩
ま

川
がわ

の「渡
わた

し」

今
いま

の多
た

摩
ま

川
がわ

昔
むかし

の多
た

摩
ま

川
がわ

川
かわ

崎
さき

の道
みち

の今
いま

と昔
むかし

⑤川
かわ

崎
さき

の橋
はし もの がたり

物語
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中央道

架かっている

③

⑤
⑥

⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑩

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

④

① 多摩川スカイブリッジ 環状8号・殿町羽田空港 675 令和 4年

はしばん ごう

番号
な まえ みち なが とし

ねんしょう わ

ねんしょう わ

ねんしょう わ

ねんしょう わ

ねんへい せい

ねんへい せい

ねんしょう わ

ねんたいしょう

ねんしょう わ

ねんしょう わ

ねんへい せい

かわ さきはしろか どうがわまた

■多摩川に架かる道路の橋

のぼりと

35

れい　わかんじょう ごう との まち はね だ くう こう ねん

京急大師線

東急大井町線
東急目黒線

東急池上線

②②

⑪⑪





かわさきの道
みち

と川
かわ

クイズ

Ｑ１人
ひと

や車
くるま

がとおる道
みち

の下
した う

には、どんなものが埋まっているかな？
→ヒントは４ページだよ！

Ｑ２高
こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が安
あん

心
しん

して歩
ある

けるよう、道
どう

路
ろ

にはどんな
くふうがしてあるでしょう。
→ヒントは９ページだよ！

Ｑ３多
た

摩
ま

川
がわ

に橋
はし

ができるまで、人
ひと

々
びと

はどうやって川
かわ

を渡
わた

っていたか
な？
→ヒントは 34 ページだよ！

Ｑ４学
がっ

校
こう

や公
こう

園
えん

で遊
あそ

んでいるときに大
おお

雨
あめ ふ

が降ってきたら、どのよう
に行

こう

動
どう

すればよいでしょう。
→ヒントは 27 ページだよ！

Ｑ５災
さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

ダイヤルの使
つか

い方
かた わ

は分かるかな？
→ヒントは 29 ページだよ！

先生と答え合わせを
してみよう。
ぜんぶ分かったかな？

道
みち

と川
かわ

博
はか

士
せ
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メモ
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